
研試拾第四蓼第

窒
奉

窒I
f
r
f
i

箋
慧
霧
腎

大
粧
七
年
＋
一
当
二
＋
七
魏
彫
月
齢
准
（
掠
月
一
月
一
総
論
行
）

　
　
大

　
　
　
　
　
ロ
ダ
ン
に
於
け
る
肉
公
的
と
精
物
的
・
：
・
：
G
：
：
：
：
：
：

　
　
正

　
　
七
　
　
…
：
…
…
…
…
…
…
－
丈
博
士
植
田
毒
藏

蓬
生
憲
辣
…
…
－
・
一
武
解
毒

＋
二
　
奥
義
樽
と
趨
境
論
（
結
完
）
…
－
・
丈
學
士
朋
漢
了
諦

隅二　
　
　
　
　
心
理
學
と
客
槻
的
方
法
簸
蔚
）
：
：
丈
三
士
三
崎
淺
太
郎

三
　
一

　
　
日
　
　
　
彙
報
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
．
：
．
：
：
：
．
：
：
：

　
　
機
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
三
士
紹
介
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
・
：
：
・
：
：
’
：
：
：
：
．
：

　
　
行

内慶大麟文羅大國瀞都京

　會學哲都門
ど親
、＿の



京
都
鷲
學
愈
規
則

簾
一
條
　
熱
発
チ
京
都
出
盛
倉
ト
爾
ス

第
二
侮
隷
　
南
傘
倫
煽
ハ
醗
醗
兼
仙
畠
於
ケ
ル
榊
嘗
畠
學
ノ
研
究
及
就
ハ
舵
口
及
チ
ロ
以
テ
据
的
ト
ス

策
三
鎌
本
脅
ハ
前
條
ノ
臼
的
チ
櫨
セ
ン
が
爲
メ
左
－
壌
繋
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
一
軍
研
究
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
年
奪
秋
二
圓
公
開
講
演
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
丹
一
周
難
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
獲
行
ス

第
㎎
條
本
會
三
景
所
チ
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
内
二
既
ク

第
五
簸
取
倉
ノ
事
業
チ
鰹
螢
ス
ル
爲
メ
篇
左
ノ
役
鑓
手
置
ク

　
　
一
、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
交
科
大
學
哲
學
科
毅
官
及
委
員
倉

　
　
　
　
二
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
春
チ
以
テ
之
昌
充
ツ

　
　
一
、
　
漁
鍵
翔
陶
（
凶
名
）
ノ
姿
員
A
…
U
一
一
於
テ
湘
韻
燗
託
ス

箪
六
籐
　
本
會
ノ
趣
旨
二
養
同
ス
ル
砦
ハ
何
人
論
テ
モ
倉
興
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
學
絞
、
聯
霧
館
、
数
育
禽
、
其
川
鯉
ノ
…
糊
緻
ハ
斌
へ
爾
淵
晒
臓
ノ
名
チ
…
以
一
ア
入
愉
日
ス
ル

　
コ
ト
チ
得

第
七
鎌
　
會
員
ハ
會
費
ト
シ
テ
矩
球
闘
八
拾
銭
、
蘭
後
二
期
轟
分
チ
テ
離
納
ス

　
ペ
キ
箭
ノ
ト
ス

第
八
僚
　
三
巴
ハ
本
會
ノ
諮
種
ノ
愈
合
呂
醗
席
入
ル
コ
ト
チ
鰐
且
ッ
難
切
口
哲

　
墨
研
究
』
ノ
配
赫
チ
受
ク

第
九
俺
　
諏
禽
規
則
ノ
改
正
磐
更
ハ
霧
員
倉
ノ
決
議
二
依
ル

京
都
斎
館
會
役
員

委
　
員

轡
　
記

文
學
博
ま
波
多
野
精

文
學
博
士
西
田
幾
多

丈
學
博
士

交
雛
士

文
學
博
士

交
月
山
士

高米紅藻朝
瀬田野薄永
武庄　　三
次太直艦十

交
學
坐
　
植
　
物

交
學
博
士

女
學
博
士

文
學
博
士

文
學
薄
士

文
學
博
士

賓小藤深松野

壽

鍛西井田本上
　　健　　文
方重治康三俊

成郎　郎　一喜治　　繭：　郎　　算　郎　央：　藏　　良蔦　郎



1508

　
　
　
　
　
　
哲
　
撃
　
研
　
究
　
　
猿
三
十
三
號

る
こ
と
を
爲
し
た
の
で
あ
る
。
『
哲
人
プ
ル
ノ
ー
』
に
讃
み
入
る
彼
れ
も
叉
、

殆
ど
確
實
κ
、
ブ
ル
ノ
オ
に
生
き
、
　
こ
の
漁
軍
の
唖
者
に
生
き
、
き
う
し
て
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し

れ
の
底
心
に
飽
き
つ
エ
、
永
遽
に
裁
き
膏
く
も
の
を
喚
び
醒
す
こ
と
で
あ
ら

う
。
京
郁
丸
太
町
寺
町
束
、
弘
交
堂
団
円
獲
行
。
窒
圓
二
十
銭
（
植
田
癒
戴
）

寄
贈
書
籍
雑
誌

一
三
八

鍵
盤
灘
舞
養
董
時
代
・
上
奮
左
喜
氏
著

洛
陽
堂

哲
學
碓
誌
、
思
潮
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
究
、
六
合
難
誌
、
東
洋
哲

學
、
　
紐
一
露
燈
、
　
｛
果
亜
之
光
、
　
山
ハ
條
恩
甲
報
、
　
早
穰
田
「
丈
學
、
　
閉
学
校
教
育
、
教
育

内
魯
藪
…
育
詳
論
、
三
春
研
究
、
敏
育
界
、
教
喜
時
論
、
束
京
教
青
、
艀
岡
縣

教
育
、
岐
阜
縣
敏
育
、
，
愛
知
敏
育
難
誌
、
長
崎
懸
敏
育
會
難
誌
、
都
市
毅
育

信
濃
敏
育
、
　
佐
賀
縣
数
育
、
藝
備
教
育
、
宮
城
敏
育
、
愛
媛
敏
育
、
由
形
縣

教
育
、
秋
田
縣
敏
育
雑
誌
、
丈
化
蓮
勲
、
現
代
敏
育
。

’

敬闘號前
奥
義
書
と
起
信
論
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
丈
學
士

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
學
の
意
義
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
丈
學
博
士

デ
カ
事
ト
の
規
則
論
に
現
は
れ
π
る
批
判
論
的
思
想
（
完
結
）
：
誓
丈
學
薄
士

心
理
學
と
客
観
的
方
法
（
承
繭
）
…
：
：
：
：
：
・
：
：
：
・
：
：
留
置
士

個
別
的
因
果
律
に
關
…
し
て
夏
に
田
遊
博
士
の
敏
を
倹
つ
：
：
：
法
意
博
士

彙
報
ー
ー
新
著
紹
介
…
…
：
…
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
…
…
：

筋
　
漢
　
了
　
諦

田
　
邊
　
　
元

朝
永
三
十
郎

櫓
崎
惣
太
郎

左
右
田
　
喜
一
郎

，
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
●



’転

儲定
」
t
一

拍

一
、
本
會
へ
入
脅
希
塑
ノ
口
恥
誠
揚
本
衛
昌
宛
テ
ニ
伽
岬
申
込
捗
一
隅
度
け
繰

　
一
、
二
三
ラ
ン
チ
鯨
層
セ
ラ
レ
タ
児
簡
ハ
誠
チ
貫
其
旨
御
載
館
柵
下

　
　
嘆
鮫

　
一
、
會
費
ハ
振
欝
認
鰹
穴
販
灘
〇
六
穴
饗
蕃
、
蒙
都
醤
総
醗
宛
テ
ニ

　
　
御
抑
込
被
計
農
鹸

　
｝
、
本
誌
ノ
編
韓
∵
．
醐
ス
ル
纐
縮
茂
翻
介
。
新
潤
轡
・
字
、
換
麟
誌
等
ハ

　
　
凡
テ
本
愈
宛
テ
篇
御
酵
総
鞍
下
度
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯨
二
丁
騨
京
都
哲
二
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
牌
口
座
穴
川
搬
馳
◎
穴
六
二
　
灘
脚

腓
　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
　
　
　
　
轄
　
　
郵
　
　
　
　
　
姦

　
　
　
　
　
　
　
遡
㎝
、
鋼
瓢
拾
　
血
　
鑓
｝
金
　
　
壷

㌧
ハ
　
　
燈
（
鹸
金
と
命
堂
翻
五
扮
銭
　
不
　

申
　

受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
　
　
　
圓
・
不
　
　
申
　
　
轟
摘

　
　
二
　
囎
へ
前
念
）
｛
金

町
鵬
聾

一
．
貞
　
　
金
拾
　
　
畷

雫
頁
　
　
金
六
　
　
測

文定

◎
會
員
に
あ
ら
ざ
る
譲
諮
蒋
．
の
御
二
丈
及
び
廣
皆
に
㈱
す
る
件
は
留
ハ

　
変
館
へ
彿
巾
Ψ
込
γ
噸
㌔
れ
度
鮫

⑤
本
誌
の
御
雛
交
は
す
べ
て
代
金
郵
醗
典
麟
金
に
て
獅
塗
り
下
さ
る

　
べ
く
鉄

⑤
振
替
駐
余
に
て
御
蓼
金
鱒
（
重
言
獄
三
八
◎
懸
）
寳
簑
亀
麟
宛
に
駁
上
価

⑥
薗
金
切
れ
の
場
台
車
帯
制
到
に
「
融
…
奮
切
」
の
印
章
纈
月
捺
敷
す
べ
逡
に

　
赫
直
に
御
亭
込
下
さ
れ
度
無

⑤
日
勤
＊
糠
　
入
捕
の
場
ム
“
は
金
譲
給
鋳
型
　
直
り
下
さ
れ
慶
鍛

⑤
騎
に
訪
求
聞
及
領
敗
四
声
を
夢
や
る
趨
合
は
郵
券
三
饒
彿
融
付
下

　
さ
れ
度
盤

」一〇1　．wuV¢tw“Nev¢XJVVv一一　”’　“．　’r“．“一”X”」Avuarevv一’一一vv．v’”．vvv’Ntw

大
目
七
年
十
一
昌
二
十
七
縫
印
棚
納
本

大
疑
七
年
＋
二
哲
一
羅
獲
　
　
行

製複許不

曽一

ｨ●』
痔黄1簿9，／」

編
韓
賊

民
代
蓑
講

搬
行
春

鋤
鰯
奮

仏
具
所

第
三
十
三
號

駅
戸
巻

纂
拾
武
聡

窟
星
野
四
大
弓
丈
糾
大
田
内

　
　
　
京
都
暫
學
會

寳
　
巌
　
方
　
治

大
　
葉
　
久
　
吉

躯
京
寮
a
准
織
…
編
准
石
町

ヨ
　
丁
　
掻
　
十
　
　
七
　
薯
　
勉

青
翠
十
一
郎

選
察
市
塵
経
紙
日
脚
艘
餐
町

一
　
丁
　
目
　
十
　
　
二
　
番
　
地

秀
英
舎
第
一
工
揚

嚢
行
所
準
準
離
欝
醍
郵
費
文
館

襲
費
元
憩
撚
網
礁
紅
型
魑
尋
陥
寳
交
館

費
捌
勝

（
束
京
）

良
明
堂
、

（
京
都
）

東
京
堂
、
東
海
堂
、

上
田
屋
　
（
大
阪
）

証
文
館
　
（
三
戸
）

北
隆
館
、

三
文
館

法
文
館



蔽必下露膨の燭著名

圏親最
ぴ瓶。・　　・　　　謝黙縄目

冊萱聯装布

圓試金儂定
鑓＝二十金料緩

著
者
．
耽
會
畢
の
研
鑑
に
手
事
せ
ら
る
ふ
ご
と
既
に
十
年
．
常
に
斯
學
の
純
理
に
没

頭
し
て
．
其
嚢
達
の
趨
勢
に
後
れ
ざ
ら
ん
と
努
力
せ
ら
れ
た
む
。

本
書
は
其
間
に
成
れ
る
苦
心
の
勢
作
十
二
章
を
牧
む
。
冷
静
氷
の
如
き
理
論
に
包
む

に
、
人
類
の
愛
．
詩
的
情
熱
を
以
て
す
る
所
、
一
読
の
特
色
に
し
て
、
又
充
分
に
著

者
の
學
風
を
味
ふ
に
足
る
べ
し
。
　
．
　
締

特
に
又
大
戦
の
終
結
と
共
に
．
世
界
に
於
け
る
祉
會
組
織
の
鰐
革
將
に
近
か
ら
ん
ど

す
．
此
時
勢
の
必
要
に
鷹
じ
て
．
靴
會
の
根
本
的
性
質
を
明
か
に
し
．
就
會
的
思
潮

の
心
髄
を
味
は
む
と
す
る
入
事
に
と
り
て
は
、
最
も
有
盆
な
る
大
文
字
な
り
。
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